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１. 四半期業績の概況の作成等に係る事項
　　
　　売上高の会計処理の方法の最近連結会計年度に
　　おける認識の方法との相違の有無

２．平成１６年３月期第３四半期業績の概況（平成１５年４月１日～平成１５年１２月３１日）

（１）売上高 (百万円未満切捨て）
百万円

平成１６年３月期第３四半期 48,832

（参考）平成１５年３月期 68,618

（注）四半期業績の情報開示は当事業年度より実施しておりますので、前年第３四半期の実績は記載して
　　　おりません。また、前年第３四半期との比較も行っておりません。

　　　　　　
［売上高に関する補足説明］

（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象

　　　該当事項はありません。

（参考１）四半期個別業績の概況（平成１５年４月１日～平成１５年１２月３１日）
百万円

平成１６年３月期第３四半期 47,721

（参考）平成１５年３月期 67,293

（注）四半期業績の情報開示は当事業年度より実施しておりますので、前年第３四半期の実績は記載して
　　　おりません。また、前年第３四半期との比較も行っておりません。

３．平成１６年３月期の連結業績予想（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日）

　 予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益
１株当たり
予想当期純利益

百万円 百万円 百万円 円 銭

通　期 65,300 9,100 8,000 93 76

［業績予想に関する定性的情報等］

（参考２）平成１６年３月期の個別業績予想（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日）

　 予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益
１株当たり
予想当期純利益

百万円 百万円 百万円 円 銭

通　期 63,900 8,900 7,800 91 43

※上記の予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれております。
　実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

以　上

：無

杏林製薬株式会社

　当第３四半期におけるわが国経済は、企業収益の改善や設備投資の増加など緩やかな景気回復傾向が見ら
れたものの、引き続き先行き不透明な厳しい経済環境下にあります。医薬品業界におきましても、平成１５
年４月に実施された健康保険法改正による被用者本人負担の引き上げに伴う受診抑制や平成１６年４月に予
定される薬価改定など、国内市場の拡大は期待できない状況です。
　このような中、医薬品事業につきましては、主力製品のムコダイン、キプレス、ペンタサなどを中心に売
上拡大に努めました。また、ガチフロについては今年度上期は安全性情報の徹底を図り、今下期からは抗菌
剤の需要期に向けた売上挽回に努めましたが依然厳しい状況が続いております。この結果、第３四半期は売
上高４８８億３２百万円となり、見込みに対して概ね順調に推移いたしました。

　第３四半期は、ほぼ計画に沿った業績で推移しており、前回公表の通期の業績予想につきましては変更
ございません。

　なお、野木工場の閉鎖(平成１８年３月予定)に伴い、当期に割増退職金の発生が見込まれますが、連
結・単体とも当業績予想には取り込んでおりません。



２００４年３月期　第３四半期　補足資料

２００４年１月３０日

杏 林 製 薬 株 式 会 社

＜単体主要製品の売上高について＞

当社では２００４年３月期より四半期業績の状況を開示いたしておりますので、第３四半期の
売上見込み、前年同期の売上高は開示いたしておりません。

ガチフロキサシン・ノルフロキサシンは、それぞれライセンシー向けのバルク売上とともに、

ライセンシーの販売に応じたランニングロイヤルティを含んだ売上を計上いたしております。
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（バルク・ロイヤルティ含む）

４５ガチフロキサシン
（バルク・ロイヤルティ含む）

１２ガチフロ（自社販売）
（広範囲合成抗菌薬）
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（広範囲経口抗菌剤）

２１ロカルトロール
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２３アプレース
（胃炎・胃潰瘍治療剤）

４６ペンタサ
（潰瘍性大腸炎・クローン病治療剤）

５４ケタス
（気管支喘息・脳血管障害改善剤）

７３キプレス
（ＬＴ受容体拮抗剤・気管支喘息治療剤）

１３２ムコダイン
（気道粘液調整・正常化剤）
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＜単体売上高について＞ （単位：百万円）
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＜開発品目の進捗について＞

日清キョーリン製薬が単独で申請
日清製粉グループ 日清ファルマと共同開発

制吐剤Ｎ－３３８９
（錠）

申　請

(０２年２月)

海外：英国においてＰｈⅠ終了（ＣＲＯ活用）
国内： 小野薬品工業と共同開発･販売

尿失禁治療剤ＫＲＰ－１９７
（錠）

ＰｈⅢ

マルホと共同開発爪白癬治療剤ぺキロン

ネイルラッカー
ＰｈⅡ

剤形追加：小児（１～５歳）用の新規剤形
用法・用量の変更
万有製薬と共同開発

気管支喘息
治療剤

モンテルカストＰｈⅡ

剤形追加合成抗菌剤ガチフロ注ＰｈⅠ

日清製粉グループ 日清ファルマと共同開発糖尿病治療剤
抗肥満剤

Ｎ－５９８４
（錠）

ＰｈⅠ

備　考薬　効製品名・開発コード開発段階

海外：英国においてＰｈⅠ開始（４月）高脂血症治療剤ＫＲＰー１０１ＰｈⅠ

＜第３四半期におけるパイプラインの変更ポイント＞

ＫＲＰ－２９７は、海外においては導出先の米国メルク社がＰｈⅢの開発ステージに、日本国内では当社が開発
を進めＰｈⅡの開発ステージにありましたが、メルク社が実施したマウスを用いたがん原性試験において腫瘍性
病変が認められ、国内外とも開発を中止いたしました。


